
「2024 治山・林道のつどい」
～治山・森林整備関連予算の確保に向けた決議採択～

令和6年11月20日（水）於  海運クラブ２階ホール

頻発する山地災害や森林・林道被害を受け、地域の社会基盤である森林・山村を
守るため、治山事業及び森林整備事業による「緑の国土強靱化」、国産材の安定か
つ持続的な供給体制構築のための災害に強い林道等路網整備の強力な推進、森林吸
収源対策の着実な推進、花粉症対策の加速化等に向けた林野公共事業予算の確保・拡
充を実現するため、関係者一丸となった活動・要請を行う。

○（一社）全国森林土木建設業協会（共催）〇（一社）日本林業土木連合協会（共催）
○（一社）日本林業協会 ○全国森林組合連合会 ○（一社）日本林業経営者協会
○（一社）日本治山治水協会 〇日本林道協会  〇日本造林協会
○全国水源林造林協議会連合会  ○全国国有林造林生産業連絡協議会
○全国素材生産協同組合連合会 ○各都道府県森林整備・林道・治山関係者等

 

２ 日   時 令和６年１１月２０日（水） 13時30分～14時30分

３ 場   所 海運クラブ ２階ホール

４ 出 席 者_  山口俊一会長はじめ、国会議員 ９４名（代理出席含む）

５ 参加団体

総勢約 ４５０名

６ 現  場

からの声

７ 決  議

８ 概  要：
山口会長の挨拶の後、滝波農林水産副大臣の祝辞。山藤全森建会長、新谷林土

連会長から、各地域における激甚な災害への対応や森林整備・治山対策による国土
強靱化対策、資源の循環利用のための林道の整備、花粉症対策に向けた林野公共事
業の必要性を訴える要望陳述があった。
 続けて、現場の第一線で御尽力されている青森県林業土木協会 田中会長、
（公社）岐阜県山林協会 山内会長から、現場からの切実な声をいただいた。
 山内会長から、全国治山林道協会長会議としての決議文が読み上げられた後、
 採択され、盛会のうちに終了。

１ 開催主旨

○全国治山林道協会長会議（主催）

○青森県林業土木協会
田中  進 会長（青森治山システム協会理事）

○（公社）岐阜県山林協会
山内 登 会長（下呂市長、全国治山林道協会長会議）

○（公社）岐阜県山林協会
山内 登 会長（下呂市長、全国治山林道協会長会議）
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「治山・林道のつどい」の様子 

○山口会長 挨拶
➢今年は元日の能登半島地震で幕を開け、秋に
は地震で緩んだ地盤に大雨が降り、甚大な被害
が発生した。これまでとは災害の発生形態が変
化しており、これに対応した対応・予算が必要。
皆様のお力添えもあり、2,600億円以上の予算は

確保できているが、対策すべき危険な箇所のう
ち着手できているのは一部で更なる予算確保が
必要。また、資源の循環利用の観点からも、花
粉症対策、林道整備は重要。皆様と一緒になっ
て予算確保に向けて頑張っていきたい。

○駆けつけていただいた多くの先生方、現場から駆けつけた関係団体の方々

会場全体

議員、団体で埋
め尽くされてい
る風な写真

○滝波副大臣 祝辞
➢能登半島地震や豪雨、台風などにより激甚な
山地災害や林道被害が全国各地で発生するなか、
国民の「いのち」と「くらし」を守るため、治山・林道、
森林整備による「緑の国土強靱化」を加速的に進
めることが必要。また、カーボンニュートラルの実
現や、花粉症対策の観点からも、「伐って、使って、
植える」森林資源の循環利用の確立のため、再
造林・路網整備等を着実に進めていく。これら施
策の要となる林野公共事業の予算確保に向け全
力で取り組んでまいりたい。



団体挨拶／現場からの声

◆ 青森県林業土木協会 田中会長 【（一社）全国森林土木建設業協会】、【（一社）日本林業土木連合協会】

◆ （公社）岐阜県山林協会 山内会長（下呂市長） 【全国治山林道協会長会議】

〇青森県はこれまで大雨の発生頻度は少ないと
考えられていたが、令和３、４年と連続して大雨
による甚大な被害が発生し、地域のくらしを守る
治山・林道事業の重要性を再認識した。
〇これまで復旧に全力で取り組んできたが、治
山・林道といった森林土木は現場条件が悪く、
担い手の確保に苦慮している状況。
〇国土強靱化５か年加速化対策を踏まえた予算
の安定的な確保を強く要望するとともに、資材価
格高騰や山間奥地の厳しい現場条件を踏まえた
設計・積算の改善をお願いしたい。

〇下呂市は全国有数の森林が多い市であり、
林業・木材産業の推進のため、林道整備・再
造林等を進めてきた。
〇そのような中、平成30年、令和2年と立て続
けに豪雨による甚大な災害が発生。山地防災
力・対応力向上に向け、治山施設と森林整備
を組み合わせた事前防災対策、関係団体との
協力・連携、航空レーザ測量データ等DX推
進に取り組んでいる。
〇令和７年度予算の確保について、特段のご
配慮をお願いしたい。

○山藤 全国森林土木建設業協会会長
➢災害に強い森林づくりによる「緑の国土強靱
化」、森林吸収源対策、資源の循環利用を進める
必要。林野公共事業の円滑な実施を通じて、地域
の安全・安心の担い手、地域の雇用の受け皿とし
ての役割を担っていく決意。

○新谷 日本林業土木連合協会長
➢被災地の早期復旧はもちろん、災害の未然防
止のため、国土強靱化対策や、利用期に達した
森林の主伐・再造林に必要な基幹林道の開設・
改良に鋭意取り組んでいく。必要な予算の充実・
確保に向け、関係者一同決意を新たにしたい。



決 議 文

「2024治山・林道のつどい」
林野公共事業予算の拡充に関する決議

・全国治山林道協会長会議
・（一社）全国森林土木建設業協会
・（一社）日本林業土木連合協会
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